
都産技研・（公社）日本セラミックス協会資源・
環境関連材料部会　共催
「リサイクルと環境～機能性材料の開発と評価方法～」

ヒューマンインタフェースシンポジウム
2013

　人と機械をつなぐインタフェース技術の最新成果を発
表するシンポジウムの企業展示コーナーにて、都産技研研
究員による「運動習慣化支援のための創発的バイオフィー
ド機器」の研究紹介や都産技研の事業内容をご紹介いたし
ます。

平成25年9月10日（火）～13日（金）

●会　　場　早稲田大学西早稲田キャンパス
（新宿区大久保3-4-1）

●展示内容　・楽しい運動継続を支援するバイオフィード
バック機器の紹介

                  ・都産技研の事業紹介

時間、参加費等はプログラムごとに異なりますので、詳細
は下記ホームページよりご確認ください。

●ホームページ
　http://www.his.gr.jp/sympo/his2013.html

展示会出展情報

第39回発明大賞・候補者募集

ガーレ形通気性試験機

ご利用にあたって
カンチレバー形剛軟度試験機

　ガーレ形通気性試験機（図1）では、一定の圧力の下で、規
定量の空気が試験片を通り抜けるのに要した時間を測定し
ます。一般的な織物やニットの生地では、300mlの空気が試
料を通過する時間（秒）で空気透過度を表し、紙および板紙
の試験では、100mlの空気が試料を通過する時間（秒）から
ISO透気度（μｍ/（Pa・s））を算出します。ガスケットはJIS
に規定の内径28.6mmの他に15.0mm、6.0ｍｍがあり、試
料が小さいものでも測定することが可能です。

■装置の仕様
１）装置型式：（株）東洋精機製作所製G-B3C
２）ガスケット内径：28.6（JIS規定）、15.0、6.0mm
３）透気量レンジ：25、50、100、200、300ｍl
　 対応規格：JIS L 1096、JIS P 8117、 ISO 5636-5

　カンチレバー形剛軟度試験機（図2）では、試料を水平面か
ら斜面の方向に一定速度で押し出し、試料が自重によって曲
がり斜面に接触した時の試料の移動距離から剛軟度を測定
します。一般的な織物やニットの生地では、試験片が移動し
た長さ（mm）で剛軟度を表し、医療用および一般不織布で
は、曲げ長さ（cm）と試験片の単位面積当たりの質量（g/m2）

ノ

図1　ガーレ形通気性試験機（左側）と
試料の取り付け状態（右側）

図2　カンチレバー形剛軟度試験機

図3　測定例

　多摩テクノプラザでは、平成24年度にガーレ形通気性試験機、カンチレバー形剛軟度試験機を導入しました。
繊維、紙、フィルム等の評価にお役立てください。

繊維・化学グループ　＜多摩テクノプラザ＞　
　　　　  　　　 岡田 明子　TEL 042-500-1291
　　　　  　　　 E-mail：okada.akiko@iri-tokyo.jp

から曲げ硬さ（mN・cm）を算出します。本装置を使って測定
した、フィルム、織物、不織布の測定例を図３に示します（曲
げ硬さを算出）。

■装置の仕様
１）装置型式：（株）大栄科学精器製作所製CAN-1MCB
２）斜面角度：45、41.5℃
３）送出し速度：2、5、10mm/sec
     対応規格：JIS L 1096、JIS L 1912、JIS L 1913、
　  ISO 9073-7

　装置は20±2℃、（65±4）％rhの環境下に設置していま
す。機器利用、依頼試験でご利用いただけます。お気軽にご相
談ください。

ガーレ形通気性試験機・カンチレバー形剛軟度試験機
～平成24年度導入機器～

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

　東京信用保証協会が主催するこの展示会は、中小企業の皆さまに、新たなビジ
ネスチャンスの創出やビジネスパートナーとの出会いの場として設けられ、事業
発展に貢献するためのビジネスフェアです。都産技研では、10月16日に開所す
る生活技術開発セクターの事業紹介を中心に、墨田
支所で開発した製品化事例や都産技研の事業内容を
紹介いたします。情報発信の場として、またビジネス
マッチングを実現させる場として、ぜひこの機会を
ご活用ください。

平成25年10月3日（木）10:00～17:00

●会　　場　東京国際フォーラム　展示ホール
●入 場 料   無料
●展示内容　・都産技研事業紹介および本部の紹介

・墨田支所生活技術開発セクター開所に関する紹介
・都産技研技術開発紹介
・墨田支所と企業が共同開発したスカイツリー関連雑貨や防護服
等の展示

●ホームページ
　http://www.cgc-tokyo.or.jp/fair/outline.html

江戸・TOKYO 技とテクノの融合展2013

　都産技研では、中小企業のものづくりを支援するために、学協会
連携事業を実施しています。この度、公益社団法人日本セラミック
ス協会資源・環境関連材料部会と連携し、講演会を開催します。新し
い材料が開発される一方で、資源循環が難しい材料も増えてきてい
る昨今、それらの材料の処理について、実際の事例を紹介しながら
再資源化への取り組みや利用例などを紹介します。また近年、省エ
ネの観点などから需要が高まっている熱伝導性材料や断熱材料に
ついて、実例を交えてその評価方法について概説します。

平成25年10月4日（金）13：20～18：30
（見学会は10：30開始）

●会　場　都産技研 本部（江東区青海2-4-10）
●参加費　・見学会　無料

 （ただし、講演会参加者で希望される方のみ参加できます）
・講演会（講演予稿集、消費税込）
 日本セラミックス協会および協賛団体会員：3,000円 
 　　　　　　　　　　　　　　　　非会員：4,000円 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　学生：1,000円 
・技術交流会（消費税込）　　　　　　  一律：2,000円

●ホームページ
　http://www.iri-tokyo.jp/kouryu/gakukyo/131007ceramics.html
●申込方法　専用お申し込みフォームより、お申し込みください。
　　　　　　申込締切日：2013年9月25日（水） （定員になり次第締切）

主催：（公社）日本セラミックス協会資源・環境関連材料部会・
　　 （地独）東京都立産業技術研究センター

　昭和50年（1975年）に創設された「発明大賞」は今年で39回を迎え
ます。中堅・中小企業や個人・グループの優れたアイデアや特許、およ
び商業的な成果を上げるなど、優れた発明考案で業績をあげた企業や
個人またはグループに贈られる表彰制度です。表彰を通して、優れた
技術開発力を持つ企業・個人同士で、新しい事業や次の新しい発明を
生み出すネットワークも拡がっています。奮ってご応募ください。

●募集期間
平成25年7月1日（月）～9月30日（月）

●応募対象者　
①中堅・中小企業や個人・グループ
②「特許または実用新案を出願し、公開されている発明案件」であること
※大企業、学校、政府系機関は原則対象外
●表彰内容　
■発明大賞　
１）発明大賞本賞　　　　　　　　　　1件 賞状・副賞 100万円 
２）発明大賞東京都知事賞　　　　　　1件 賞状・副賞　50万円 
３）発明大賞日本発明振興協会会長賞　1件 賞状・副賞　50万円 
４）発明大賞日刊工業新聞社賞　　　　1件 賞状・副賞　50万円 
■発明功労賞　  7件　各賞状・副賞　20万円 
■考案功労賞　10件　各賞状・副賞　10万円 
■発明奨励賞　  5件　各賞状 
※なお、この表彰事業は公益財団法人発明振興協会の発明振興事業を理解し、多額
の寄付をされた方々の基金の果実および寄付金によって運営されています。 

●ホームページ　
http://www.nikkan.co.jp/html/hatsumei/
主催：（公財）日本発明振興協会・（株）日刊工業新聞社
後援：文部科学省・経済産業省・特許庁・中小企業庁・東京都・日本商
工会議所・日本弁理士会・東京商工会議所・（地独）東京都立産業技術
研究センター 

公益財団法人日本発明振興協会　発明大賞推進委員会
〒150-0031　東京都渋谷区桜丘町4-22 
TEL.03-3464-6991　FAX.03-3464-6980 
E-mail:jsai_aaa@jsai.org 
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